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1. はじめに 
 近年，学生の授業外学習の充実を図るために，
ICT や e-Learning 教材が活用されている．e-
Learning 教材を用いた授業外学習では，時間や
場所による制約が少なく，学生個人のペースで

学習できる．しかし，学習の実施率や継続率の

低さが問題となっており，学生は主体的に自己

の学習状況を管理及び調整する力が求められる

[1]．そこで，本研究では，学生による主体的な
学習の管理及び調整の手段として学習計画の作

成に焦点を当て，学生が立てた目標の達成度と

計画の実施率，学習満足度の向上を目的とした

学習計画作成支援システムを提案する．本稿で

は，大学の授業で記録された学生の学習計画と

学習記録を分析した結果を踏まえて試作したシ

ステムについて述べる． 
2. 関連研究 
 黒後ら[2]は，成績が不振であった学生に対す
る学習習慣や学習時間等に関するアンケート調

査を実施し，自身が計画した学習時間より実際

の学習時間が少ない場合，学習に対する満足度

が下がる傾向にあることを報告している．また，

田中ら[3]は，オンライン大学に入学した社会人
学生の学習継続の要因を調査した結果，学習の

進捗状況に問題が生じたり，学習を進める上で

困難な点が生じたりすると，学生の学習意欲が

下がり，学習の継続率に悪影響を及ぼす可能性

があることを明らかにした．さらに，睡眠時間

や休息時間を十分に確保することが学習継続に

繋がることを明らかにした．これらの結果から，

学生個人の能力や学習習慣などを考慮した無理

のない学習計画を作成することが，学習を管理

及び調整する上で有効的だと考えられる． 
3. 学習記録と学習計画の関連分析 
3.1 分析方法 

	 本学ソフトウェア情報学部 1年次に開講されて
いる専門基礎科目「情報基礎数学 C」（以下，基

礎数学 C）を対象に分析を行った．この授業では，
e-Learning 教材で予習をさせ，授業中は予習の
内容を踏まえた発展的な問題を解かせている．

また，授業の最初と最後には，授業内容に関す

る確認テスト（10 点満点）を実施している．本
授業では，Moodle 上で学生が自分の確認テスト
の点数や予習で学習した時間・内容，次回授業

までの学習計画を自由記述で記録できる Moodle
プラグインを利用している．今回の分析では，

平成 30 年度前期の基礎数学 C の履修者 57 名が
第 2 回から第 13 回までの授業で記録した予習の
学習記録と確認テストの点数，第 13 回授業で記
録された学習計画を利用した．なお，第 13 回授
業で学習計画を記録した学生は 20名であった． 
3.2 分析結果 
 第 13 回授業で学習計画を記録した学生と記録
しなかった学生の 2グループに学生を分け，毎週
の予習時の平均学習時間を比較した．その結果，

学習計画を記録したグループの方が記録しなか

ったグループに比べて週の平均学習時間が約 15
分多く，テストの平均点が 0.5点高かった． 
次に，学習計画を記録したグループを，学習

する内容のみを入力したグループと，学習する

日時のみを記入したグループ，学習する日時と

内容の両方を記入したグループの 3つに分類し，
毎週の平均学習時間と確認テストの点数を比較

した．その結果，学習する日時と内容の両方を

記入したグループは，他のグループよりも週の

平均学習時間が約 30 分多く，確認テストの平均
点が 1.5点高かった． 
さらに，学習する日時のみを記入したグルー

プを，日付のみを記入したグループと，日付と

時間の両方を記入したグループの 2つに分類し，
同様の比較を行った．その結果，日付のみを記

入したグループと比較して，日付と時間の両方

を記入したグループの方が週の平均学習時間が

約40分多く，テストの平均点が1.5点高かった． 
最後に，学習する内容を記入したグループ(日

時と内容の両方を記入した学生を含む)では，単
元を指定したグループの方が指定しなかったグ

ループと比較して，週の平均学習時間が約 10 分
多く，テストの平均点が 0.5点高かった． 
	 以上の分析より，学習時間が長く，テストの
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点数が高い学生が立てた学習計画の特徴として，

学習する日時や学習する内容などを詳細に記入

していることが明らかとなった．しかし，学習

計画の作成が不慣れな学生や不向きな学生にと

って，このような詳細な学習計画の作成は困難

であり，学習計画を作成する上でストレスを生

み出してしまう可能性が考えられる．そのため，

なるべく学生にとって負担を少なくしながら，

詳細な学習計画の作成を促すよう支援する必要

があると考える．	

4. 学習計画作成支援システムの提案と試作 
4.1 システムの概要 
 本研究では，自分自身に適した学習計画の評
価指標として，学習計画をどの程度実施できた

か（計画実施率），自身が設定したテストの目

標点数を達成できたか（目標達成率），どれく

らいストレスなく学習を進めることができたか

（学習満足度）の 3項目を挙げ，それぞれの項目
が高いほど，その学生に適した学習計画である

と評価する． 
図 1に提案システムの概要図を示す．本システ

ムでは，学習計画を作成する際に，過去の学生

の学習記録から学習計画の作成に参考となるデ

ータを抽出し，提示する．学習終了後は，学生

が本システム上で学習内容を記録する．記録さ

れたデータは，グラフなどを用いて視覚的に表

示することで，学習の振り返りを促す．本シス

テムのプロトタイプを JavaScriptとPHPでWeb
アプリケーションとして開発した． 
4.2 学習計画作成機能 
	 学生は学習計画を作成する前に，学習範囲と

その学習範囲に対する理解度，確認テストの目

標点数をそれぞれ設定する．これらの情報をも

とに，システムが過去の学生のデータから参考

となる学習時間と学習時間帯を提示する．学生

はこの提示された情報を参考に，実際に学習計

画を立て，登録する．入力項目は学習日時と学

習内容とし，入力内容の表示方法には，視認性

を考慮してカレンダー形式を採用した．学習計

画作成の画面例を図 2に示す． 
4.3 学習記録機能 
 学生は学習終了後に， 学習日時や学習内容，
テストの点数，学習満足度をそれぞれ入力し，

登録する． 
4.4 学習履歴参照機能 
	 学生が登録したデータから計画実施率，目標

達成率，学習満足度を算出し，グラフなどによ

って視覚的に分かりやすく表示する．これらの

情報は教員も参照可能とし，必要に応じて学生

にアドバイスできるようにする． 

 
図 1 システム概要図 

 

 
図 2 学習計画の作成の画面例 

 
5. おわりに 
 本研究では，e-Learning 教材を用いた授業外
学習において，学生の計画実施率や目標達成率，

学習満足度を向上させることを目的とし，学習

計画の作成に参考となるデータの提示を行う学

習計画作成支援システムを提案した．今後は，

学習計画作成時の参考データの抽出アルゴリズ

ムの設計とシステムの実装を行う．また，教育

現場で本システムを利用し，評価を行う． 
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